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・関係詞の頻出表現を確認し、実力を養成する。3

第
　
三
　
学
　
期

・Lesson 5 上同様
・Lesson 6 Ogasawara - A
Laboratory of Evolution

・小笠原諸島の地理や生態系について学ぶ。・助動詞の
受け身を理解する。・It is 形容詞( for 人 ) to 不定
詞を理解させ、その定着を図る。

11

・Lesson 9 上同様 ・新出事項である過去完了を通じ、現在完了、未来完了
の総合理解を図る。・分詞構文の応用問題にも取り組ま
せ、実力を養成する。

12

・Lesson 7 Furoshiki - The Magic
Cloth
・Lesson 8 The Emerald Isle

6

・Lesson 4 "Sleep in Animals"

評価の方法
・小テストを行い、各項目の定着を図る。
・各文法項目を用い、自分の気持ちを表現できるようになる。

12

・Lesson 10 Knut, the Polar Bear ・動物園で育てられた北極クマの成長を通じ、人々に与
えた教訓について学ぶ。・新出事項である仮定法の理
解、定着を図る。

2

3
・関係詞の復習

第
　
一
　
学
　
期

月

4

学習の具体的内容とねらい学習内容
配当

時間

1 中間考査

・食文化や宮里藍選手についての文章を読み、日本や自
分自身について考えさせる。・受け身、助動詞、進行形
の基礎を確認しながら、発展的内容の理解を図る。

期

6

7

類型

9

・春休み課題の解説
・予習・復習・家庭学習について
・Lesson 1 "Greetings around the
World"

学習の到達目標

・聞いたり読んだりして、情報や考えなどを的確に理
解することができる。
・話したり書いたりして、情報や考えなどを適切に伝
えることができる。
・言語や運用についての知識を身に付け、背景にある
文化を理解することができる。

1 期末考査

第
　
二
　
学
　
期

8

　特進コースシラバス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式　1

教科 英語 科目 コミュニケーション英語Ⅰ 学年 1 単位数

5

共通　・　文系　・　理系 履修規程 必修　・　選択

・春休みの課題で基礎英語を確認しながら、高校での英
語学習の仕方を教え、定着を図る。・様々な国の挨拶に
ついての話を読み、異文化理解を深める。・動名詞、
SVO(=that節)、不定詞の理解を深める。

使用する主な教材

Power On Communication EnglishⅠ(東京書籍）
Power On Communication EnglishⅠWork Book
【Grammar Based】(東京書籍）

15

・Lesson 2 "Is Our Food Culture
Strange"
・Lesson 3　"Miyazato Ai - Her
Challenge for Her Dream"

1 学年末考査

5

・Lesson 9 The Power to Unite
People

・南アフリカの人種隔離政策と、ネルソン・マンデラ氏
の功績を学ぶ。・過去完了形、未来進行形、分詞構文の
理解と定着を図る。

3

・Lesson 5 "Kawaii and Japanese
Pop Culture

・海外で「カワイイ」という日本語がどのように理解さ
れ、どのように見られているかを学ぶ。・関係代名詞の
既習内容を確認し、定着を図る。

・動物の睡眠に対する説明文を読み、その特性について
学ぶ。・比較表現、分詞の形容詞用法についての定着を
図る。

3

12

1 期末考査

1 中間考査

10
9

10

11

・日本のふろしき、アイルランドの魅力について学
ぶ。・現在完了進行形、関係副詞の理解と定着を図る。


